
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン
（
二
）

Paul C
elan (2)

北　
　
　
　
　
　
　
　

彰

要　
　
　

旨

『
人
文
研
紀
要
』
第
七
四
号
に
掲
載
し
た
原
稿
「
パ
ウ
ル
・
ツ
ェ
ラ
ン

―
闇
に
沈
む
闇
、
闇
に
輝
く
闇
」
の
続
稿
で
あ
る
。
前
半
で
、
ユ
ダ
ヤ

人
で
あ
る
ツ
ェ
ラ
ン
が
二
〇
代
前
半
ま
で
を
過
ご
し
た
特
異
な
街
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
論
じ
て
い
る
。
東
欧
辺
境
の
街
は
か
つ
て
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
帝
国
領
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
中
は
一
時
ル
ー
マ
ニ
ア
領
か
ら
ソ
連
領
と
な
る
が
、
そ
の
後
一
転
し
て
ナ
チ
の
侵
略
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

ツ
ェ
ラ
ン
の
父
母
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ト
ラ
ン
ス
ニ
ス
ト
リ
ア
地
方
に
強
制
移
送
さ
れ
、
そ
の
地
に
作
ら
れ
た
強
制
収
容
所
で
ナ
チ
に
殺
さ
れ
た
。
論

考
後
半
は
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
人
生
を
決
定
づ
け
た
、
そ
の
父
母
の
死
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
四
編
の
詩
を
選
び
論
じ
て
い
る
。
中
で
も
新
し
く
発
見
さ
れ

た
資
料
を
参
照
し
な
が
ら
論
じ
て
い
る
「
死
の
フ
ー
ガ
」
論
が
、
論
考
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
街
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
父
母
、
母
の
死
、
生
き
延
び
た
後
に
な
お
生
き
る
こ
と
、「
墓
の
近
く
」、「
白
楊
よ
」、

「
黒
い
雪
片
」、「
死
の
フ
ー
ガ
」

― 151 ―



Ⅰ　

ツ
ェ
ラ
ン
の
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ

ツ
ェ
ラ
ン
は
、「
は
じ
め
に
」（『
人
文
研
紀
要
』
七
四
号
）
で
記
し
た
よ

う
に
、
一
九
二
〇
年
、
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
領
と
な
っ
て
い
る
、

ル
ー
マ
ニ
ア
国
境
近
く
の
街
チ
ェ
ル
ニ
ウ
ツ
イ
に
生
ま
れ
た
。
当
時
は

ル
ー
マ
ニ
ア
領
で
あ
り
、
チ
ェ
ル
ナ
ウ
ツ
ィ
と
言
っ
た
。
し
か
し
そ
の
同

じ
街
は
、
第
一
次
大
戦
ま
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の

領
土
で
あ
り
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
と
称
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
詩
作
品
と
実
人
生
と
は
切
り
離

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
詩
に
丁
寧
に
向
か
い
合
う
こ

と
は
自
明
な
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
背
後
に
あ
る
彼
の
実
人

生
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。

そ
の
彼
の
実
人
生
を
考
え
る
時
、
ツ
ェ
ラ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
辺
境
の
ガ

リ
チ
ア
地
方
に
あ
る
非
常
に
特
異
な
街
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
生
ま
れ
た

こ
と
、
そ
し
て
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
銘
記
す
べ
き
重
い
事
実

で
あ
る
。

図1　オーストリア・ハンガリー帝国 1918年

　出所：筆者作成。
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サ
ル
ト
ル
が
、
そ
の
著
作
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
で
記
し
た
よ
う
に
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
ユ
ダ
ヤ
人
を
作
っ
た
」
の
だ
と
す
る
な
ら
、

一
九
一
九
年
の
第
一
次
大
戦
終
了
時
ま
で
の
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
、
と
す
ら
言
う
こ
と
が

許
さ
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
も
そ
れ
ま
で
の
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
領
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
は
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
政
治
的
ヘ

ゲ
モ
ニ
ー
を
握
る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

総
人
口
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
比
率
は
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
約
三
分
の
一
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
当
時
の
ガ
リ
チ
ア
の
首

都
レ
ン
ベ
ル
ク
（
リ
ボ
フ
）
や
（
二
五
％
未
満
）
ウ
ィ
ー
ン
（
八
・
六
％
）
の
数
値
と
比
較
し
て
み
る
時
、
か
な
り
高
い
も
の
と
言
わ
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
も
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
多
民
族
が
混
住
す
る
こ
の
街
に
あ
っ
て
、
他
の
ど
の
民
族
よ
り
も
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
大
き

か
っ
た
の
で
あ
る
。
目
抜
き
通
り
の
主
な
商
店
は
ユ
ダ
ヤ
人
の
経
営
に
な
る
も
の
で
あ
り
、
中
に
は
工
場
所
有
者
す
ら
存
在
し
た
。
ま

た
医
者
や
弁
護
士
も
ユ
ダ
ヤ
人
が
多
か
っ
た
。
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
か
け
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
長
が
二
度
選
ば
れ
て
お
り
、

ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
名
前
を
つ
け
た
通
り
が
二
〇
近
く
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
街
、
と

い
っ
て
も
よ
か
っ
た
。
実
に
稀
有
な
例
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
境
に
あ
る
街
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
ル
ー
マ
ニ
ア
人
、
そ
れ
に
ド
イ
ツ
人
や
ユ
ダ
ヤ

人
が
平
和
裏
に
そ
の
生
活
を
営
み
、
通
り
の
名
前
は
公
用
語
で
あ
る
ド
イ
ツ
語
の
ほ
か
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
記
さ

れ
て
い
た
。

隣
近
所
に
異
民
族
の
人
た
ち
が
住
ん
で
い
る
の
は
ご
く
普
通
の
状
況
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ツ
ェ
ラ
ン
よ
り
僅
か
に
年
上
の
世
代
に
属

す
る
、
数
少
な
い
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
在
住
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
方
に
現
地
で
お
話
を
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
（
大
多
数
は
イ
ス
ラ
エ
ル
に
移
住

し
た
）。
そ
の
方
の
お
話
に
よ
れ
ば
、
路
上
で
遊
ぼ
う
と
し
て
家
を
出
た
時
に
、
家
の
前
で
、
左
隣
の
家
の
人
と
出
会
っ
た
時
に
は
ル
ー

パウル・ツェラン（二）
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マ
ニ
ア
語
で
挨
拶
を
交
わ
し
、
右
隣
の
家
の
人
と
出
会
っ
た
時
に
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
語
で
挨
拶
を
交
わ
す
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と
は
、
ご
く
普
通

の
日
常
的
な
こ
と
で
あ
り
、
何
ら
違
和
感
を
与
え
る
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
い
う
。

一
九
一
九
年
以
後
、
ル
ー
マ
ニ
ア
領
と
な
り
、
ル
ー
マ
ニ
ア
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
が
強
ま
っ
た
と
は
い
え

―
例
え
ば
通
り
の
名
前
の
表
記
は

ル
ー
マ
ニ
ア
語
だ
け
に
な
り
、
公
用
語
は
無
論
ル
ー
マ
ニ
ア
語
に
変
更

さ
れ
た
の
だ
が

―
前
述
し
た
よ
う
に
、
街
を
形
成
す
る
中
心
が
ユ
ダ

ヤ
人
で
あ
っ
た
と
い
う
状
況
は
、
第
二
次
大
戦
に
至
る
ま
で
基
本
的
に

は
大
き
く
変
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

【
街
の
文
学
的
ス
ケ
ッ
チ
】

そ
の
時
代
の
街
の
様
子
を
、
同
じ
く
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
生
ま
れ

育
ち
、
戦
後
一
九
六
〇
年
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
ド
イ
ツ
で
知
ら
れ
始
め

て
き
た
、
ツ
ェ
ラ
ン
よ
り
お
よ
そ
二
〇
歳
年
上
の
女
流
詩
人
、
ロ
ー
ゼ
・
ア
ウ
ス
レ
ン
ダ
ー
は
、
次
の
よ
う
に
文
学
的
に
描
写
し
て
い

る
。 図2　第 2次大戦前の市庁舎広場

　出所：In der Sprache der Mörder. Literaturhaus Berlin. 1993. S. 14.
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「
あ
の
特
別
な
風
土
、
特
別
な
人
々
。
童
話
、
そ
し
て
神
話
が
、
空
中
に
漂
い
、
人
々
は
そ
れ
を
呼
吸
し
て
い
た
。
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ

ツ
は
、
芸
術
の
街
で
あ
り
、
多
く
の
芸
術
家
た
ち
、
そ
し
て
芸
術
や
、
哲
学
の
、
愛
好
家
た
ち
が
住
ん
で
い
た
）
1
（

」。

「
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
夢
想
家
た
ち
で
あ
ふ
れ
返
っ
て
い
た
。
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
を
信
じ
る
も
の
は
、

い
ず
れ
か
の
聖
な
る
ラ
ビ
に
つ
い
て
い
た
。
マ
ル
ク
シ
ス
ト
は
、
全
身
全
霊
を
上
げ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
理
念
に
身
を
捧
げ
、

残
酷
な
警
察
の
拷
問
に
あ
っ
て
も
、
同
志
を
裏
切
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
奉
じ
る
多
く
の
若
者
は
、
荒
地
を
開
墾

す
る
た
め
に
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
渡
り
、
飢
え
や
マ
ラ
リ
ア
に
負
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ス
ピ
ノ
ザ
、
カ
ン
ト
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ

ウ
ア
ー
、
フ
ロ
イ
ト
、
ニ
ー
チ
ェ
の
弟
子
た
ち
が
い
た
。
ま
た
ベ
ル
リ
ン
の
高
名
な
哲
学
者
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ブ
ル
ナ
ー
を

師
と
仰
ぐ
熱
狂
的
な
若
者
た
ち
も
い
た
。
知
識
人
が
大
き
な
関
心
を
向
け
て
い
た
も
の
、
そ
れ
は
文
学
で
あ
り
、
し
か
も
ド
イ
ツ

文
学
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
、
リ
ル
ケ
と
カ
ー
ル
・
ク
ラ
ウ
ス
の
存
在
が
大
き
く
、
人
々
は
、
あ
る
い
は
リ
ル
ケ
の
模
倣
を
し
、
あ

る
い
は
雑
誌
『
炬
火
』（
ク
ラ
ウ
ス
が
出
し
て
い
た
雑
誌
）
を
持
っ
て
、
行
き
来
し
て
い
た
）
2
（

」。

こ
こ
で
ア
ウ
ス
レ
ン
ダ
ー
が
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
を
持
ち
出
し
て
い
る
の
は
ほ
か
で
も
な
い
。
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
郊
外
に
は
、

一
八
四
一
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
逃
れ
て
き
た
ツ
ァ
デ
イ
ク
（
義
人
）、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
フ
リ
ー
ト
マ
ン
が
自
分
の
居
住
地
と
定
め
、

そ
れ
以
来
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
信
徒
た
ち
の
巡
礼
の
地
と
な
っ
て
い
た
聖
地
サ
ダ
ゴ
ラ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
レ
ン
ベ
ル
ク
で
育
っ
た

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ブ
ー
バ
ー
は
、
幼
年
時
代
、
夏
を
毎
年
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
農
場
で
過
ご
し
て
い
た
が
、
サ
ダ
ゴ
ラ
に
も
出
か
け
、
そ
こ

で
「
無
知
蒙
昧
な
」
ハ
シ
デ
ィ
ズ
ム
の
群
集
を
知
っ
た
と
い
う）

3
（

。
聖
地
サ
ダ
ゴ
ラ
の
存
在
が
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
も
影
響
を
与
え

て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
ア
ウ
ス
レ
ン
ダ
ー
は
述
べ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

パウル・ツェラン（二）
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ま
た
上
述
し
た
ア
ウ
ス
レ
ン
ダ
ー
の
言

葉
で
、
と
り
わ
け
注
意
を
引
く
の
が
、
文

学
、
そ
れ
も
ド
イ
ツ
文
学
の
持
つ
重
さ
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
女
自
身
の
関
心
が
ド

イ
ツ
文
学
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
か
ら

の
発
言
で
あ
る
に
し
て
も
、
チ
ェ
ル
ノ

ヴ
ィ
ッ
ツ
に
お
け
る
ド
イ
ツ
文
化

―
あ

る
い
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク

文
化

―
が
、
こ
の
街
で
い
か
に
大
き
な

意
味
を
持
っ
て
い
た
か
を
思
わ
せ
る
証
言

で
あ
る
。
事
実
、
こ
の
街
で
は
ル
ー
マ
ニ

ア
領
に
な
っ
て
か
ら
も
な
お
、
町
の
規
模

か
ら
す
る
な
ら
ふ
さ
わ
し
か
ら
ぬ
、
と
そ

う
も
言
え
る
ほ
ど
の
数
の
ド
イ
ツ
語
新
聞

や
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
街
中

の
カ
フ
ェ
に
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
主
要
新
聞
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ

　出所：Mythos Czernowitz, Deutsches Kulturforum östliches Europa, 2008, S. 21.

図 3　第二次大戦前の市内
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る
。こ

う
い
っ
た
街
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
に
、
ツ
ェ
ラ
ン
は
そ
の
生
を
享
け
、
ド
イ
ツ
語
を
母
語
と
し
て
育
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

【
街
の
歴
史
】

ユ
ダ
ヤ
人
の
街
と
す
ら
言
え
る
、
こ
う
い
っ
た
稀
有
な
街
チ
ェ
ル

ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
で
は
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
ろ
う
か
？

チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
を
州
都
と
す
る
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
が
、
ガ
リ
チ

ア
か
ら
分
離
独
立
し
た
の
は
一
八
四
九
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ハ
プ

ス
ブ
ル
ク
帝
国
が
ガ
リ
チ
ア
を
領
有
し
た
の
は
一
七
七
二
年
。
一
方

で
多
く
の
制
約
を
ユ
ダ
ヤ
人
に
課
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
は
ド
イ
ツ

化
政
策
を
と
っ
た
。
学
校
で
は
ド
イ
ツ
語
を
使
用
し
、
ま
た
ド
イ
ツ

風
の
名
前
を
名
乗
ら
せ
た
。
東
ガ
リ
チ
ア
に
あ
た
る
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ

地
方
の
ほ
う
が
、
税
金
が
軽
く
仕
事
も
あ
り
、
ま
た
徴
兵
制
施
行
も

遅
か
っ
た
た
め
、
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
西
か
ら
東
ガ
リ
チ
ア
に
移

り
住
ん
だ
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
が
、
ガ
リ
チ
ア
か

ら
分
離
独
立
し
た
一
八
四
九
年
ご
ろ
に
は
、
東
ガ
リ
チ
ア
に
西
ガ
リ

図4　ナチにより破壊される前の大神殿

　出所：In der Sprache der Mörder. Literaturhaus Berlin. 1993. S. 42.
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チ
ア
の
約
三
倍
ほ
ど
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
住
ん
で
い
た
。

こ
の
ユ
ダ
ヤ
人
人
口
の
多
さ
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
形
成
と
発
展
を
支
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

分
離
以
後
、
一
八
六
七
年
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
権
化
な
ど
を
経
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
自
由
は
増
大
し
、
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
は
、
ブ
コ

ヴ
ィ
ー
ナ
の
商
工
業
の
中
心
地
と
し
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
一
八
七
二
年
に
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
大
神
殿
の
建
築
が
始
ま
り
、
ラ
ビ
と
東

方
正
教
会
大
主
教
が
、
仲
良
く
礎
石
を
置
い
た
の
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
は
、
同
じ
ガ
リ
チ
ア
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
て
も
、
西
ガ
リ
チ
ア
、
す
な
わ
ち
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
分
離
独
立
後
の
ガ
リ
チ
ア

が
、
そ
の
居
住
す
る
民
族
や
文
化
の
点
か
ら
言
っ
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国

に
対
し
て
抵
抗
し
て
い
た
の
と
対
照
的
に
、
東
ガ
リ
チ
ア
、
即
ち
分
離
後
の
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国

と
の
結
合
が
強
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
関
係
を
象
徴
す
る
も
の
に
大
学
が
あ
っ
た
。
反
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
傾
き
の
強
い
ガ
リ
チ
ア
に
あ
っ
て
、

首
都
レ
ン
ベ
ル
ク
に
あ
っ
た
レ
ン
ベ
ル
ク
大
学
で
は
、
一
八
七
一
年
か
ら
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
講
義
が
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
こ
う
い
っ
た
動
き
と
は
ま
さ
に
正
反
対
の
出
来
事
が
、
一
八
七
五
年
に
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
で
起
こ
っ
た
。
即
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

併
合
百
周
年
を
記
念
し
て
、
ド
イ
ツ
語
で
講
義
が
な
さ
れ
る
チ
ェ
ル
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
大
学
が
創
設
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
の
権
力
と
結
び
合
う
こ
と
が
、
自
分
た
ち
の
利
益
を
擁
護
す
る
こ
と
に
な
る
、
そ
の
こ
と
を
ブ
コ
ヴ
ィ
ー
ナ
の
ユ
ダ

ヤ
人
た
ち
は
認
識
し
て
い
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
に
あ
た
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
た
め

に
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
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【
ツ
ェ
ラ
ン
の
父
】

こ
う
い
っ
た
街
に
生
を
享
け
た
ツ
ェ
ラ
ン
の
両
親
は
、
共
に
ユ
ダ
ヤ
人
だ
っ
た
。
父
方
の
祖
父
は
、
娘
婿
と
し
て
婚
家
に
入
り
、
聖

書
や
タ
ル
ム
ー
ド
を
原
語
で
読
み
な
が
ら
、
生
涯
を
ユ
ダ
ヤ
教
の
研
究
に
捧
げ
た
人
だ
っ
た
。
伝
統
的
な
カ
フ
タ
ン
姿
で
す
ご
し
、
ま

た
息
子
で
あ
る
ツ
ェ
ラ
ン
の
父
が
結
婚
す
る
と
息
子
夫
婦
と
同
居
し
た
。
ツ
ェ
ラ
ン
も
幼
年
時
代
は
、
同
じ
家
の
中
で
一
緒
に
暮
ら
し

た
の
で
あ
る
。

父
は
建
築
技
師
の
教
育
を
受
け
た
が
、
そ
の
教
育
を
生
か
す
職
業
に
は
つ
け
ず
、
薪
な
ど
の
仲
買
の
仕
事
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
。

生
活
は
楽
で
は
な
か
っ
た
。
三
部
屋
ほ
ど
の

狭
い
住
ま
い
に
、
親
戚
も
含
め
て
多
い
時
に

は
、
た
っ
た
一
人
の
子
ど
も
で
あ
る
ツ
ェ
ラ

ン
を
含
め
て
、
六
人
か
ら
八
人
が
暮
ら
し
て

い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
両
親
は
、
子
ど
も

の
教
育
に
は
熱
心
だ
っ
た
。
多
く
の
ユ
ダ
ヤ

人
の
親
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
息
子
に
は

こ
の
世
で
い
く
ら
か
で
も
楽
に
暮
ら
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
実
際
的
で
有
用

な
技
術
を
身
に
つ
け
、
ま
た
社
会
的
に
も
高

い
地
位
に
つ
い
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
い

　出所：1991年 筆者撮影。

図 5　ツェラン生家

パウル・ツェラン（二）
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た
。
当
時
子
ど
も
に
教
育
を
授
け
る
余
裕
が
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
家
庭
に
共
通
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
ツ
ェ
ラ
ン
の
父
も
ま
た
息
子
に

医
者
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
事
実
ツ
ェ
ラ
ン
は
後
に
、
医
者
に
な
る
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム

卒
業
後
、
フ
ラ
ン
ス
の
ト
ゥ
ー
ル
に
あ
る
医
学
進
学
準
備
学
校
に
入
学
す
る
こ
と
に
な
る
。

父
は
正
統
派
の
ユ
ダ
ヤ
教
徒
で
あ
り
、
政
治
的
に
は
シ
オ
ニ
ス
ト
だ
っ
た
。
仕
事
の
多
忙
さ
の
ゆ
え
に
、
家
族
そ
ろ
っ
て
毎
週
礼
拝

に
出
か
け
る
こ
と
は
習
慣
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
金
曜
日
に
は
自
宅
に
安
息
日
の
ろ
う
そ
く
を
灯
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た

食
事
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
う
い
っ
た
食
物
な
ら
食
べ
て
よ
い
か
定
め
た
食
事
規
程
の
コ
シ
ェ
ル
を
、
お
お
む
ね
守
っ
て
い
た
ら
し
い
。

一
三
歳
で
息
子
に
男
子
の
成
人
式
に
あ
た
る
バ
ル
・
ミ
ツ
ヴ
ァ
を
受
け
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
七
歳
か
ら
一
三
歳
ま
で
息
子

に
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
家
庭
教
師
を
つ
け
て
い
る
。

家
庭
で
話
さ
れ
て
い
た
の
は
ド
イ
ツ
語
、
そ
れ
も
母
親
が
意
識
的
に
使
う
よ
う
に
仕
向
け
て
い
た
、
標
準
的
な
美
し
い
ド
イ
ツ
語

だ
っ
た
。
つ
ま
り
、
東
欧
ユ
ダ
ヤ
人
庶
民
層
の
言
葉
で
あ
る
イ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
語
や
、
土
地
の
訛
り
の
あ
る
ド
イ
ツ
語
で
も
な
い
、
一
種

人
工
的
な
ド
イ
ツ
語
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

幼
稚
園
は
、
街
で
唯
一
ド
イ
ツ
語
で
教
育
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
子
弟
の
み
が
通
う
私
立
マ
イ
ス
ラ
ー
幼
稚
園
に
入
っ
た
。
す
で
に
チ
ェ
ル

ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
が
ル
ー
マ
ニ
ア
領
と
な
っ
て
い
た
時
代
で
あ
る
か
ら
、
無
論
公
用
語
は
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
あ
る
。
小
学
校
は
最
初
私
立
マ

イ
ス
ラ
ー
小
学
校
に
入
学
し
た
が
、
学
費
の
負
担
に
耐
え
切
れ
ず
、
や
が
て
シ
オ
ニ
ズ
ム
組
織
の
運
営
す
る
小
学
校
に
転
校
し
た
。
こ

こ
で
は
し
か
し
授
業
は
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
幼
い
子
供
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
す
で
に
ド
イ
ツ
語
、

ル
ー
マ
ニ
ア
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
同
時
に
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
日
本
の
よ
う
な
国
に
あ
っ
て
は
と
て

も
考
え
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
幼
い
子
ど
も
に
と
っ
て
（
い
や
成
人
し
た
大
人
に
で
さ
え
）
か
な
り
の
負
担
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
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